
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
三
藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
ｌ
広
肇
幇
の
一
典
型
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
田
　
　
直
　
　
作

　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
堂
　
会
＝
T
O
n
g
s
｡

o
r
H
u
i
s

　
　
イ
　
堂
会
の
普
及

　
如
上
、
三
藩
市
中
華
総
会
館
の
下
位
団
体
の
地
縁
団
体
と
し
て
の
六
公
司
＝
C
E
n
e
s
e

S
i
x
C
O
ﾖ
ｰ
n
l
（
実
数
は
七
会
館
）

と
、
一
姓
、
も
し
く
は
数
姓
の
合
同
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
有
力
姓
氏
団
体
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

　
つ
い
で
、
右
の
よ
う
な
有
力
な
上
層
の
地
縁
団
体
、
姓
氏
団
体
を
形
成
し
え
な
い
で
、
比
較
的
経
済
的
に
下
層
の
勢
力
微
弱
な
小

姓
や
少
数
の
孤
立
的
勢
力
が
黄
・
李
・
余
・
陳
・
竜
岡
等
の
諸
大
姓
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
中
国
固
有
の
秘
密
結
社
的
組
織
を
採
用

し
て
、
堂
Ｌ
T
o
n
l
も
し
く
は
工
商
総
会
の
ご
と
き
会
ｎ
Ξ
ロ
ｒ
の
名
称
を
も
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
堂
会
」
を
結
成
す
る
場
合
が
み

ら
れ
る
。
中
国
人
社
会
の
多
く
の
集
成
的
・
同
郷
・
同
業
・
友
誼
的
諸
回
体
の
み
な
ら
ず
、
店
舗
・
家
庭
等
に
お
け
る
集
会
場
所
、

　
　
　
三
藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造
く
五
）
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客
庁
の
ご
と
き
ホ
ー
ル
に
つ
け
ら
れ
た
「
堂
名
」
を
当
該
団
体
、
店
舗
等
の
通
称
と
し
て
慣
用
さ
れ
る
場
合
が
少
く
な
い
。
だ
が
、

ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
の
唐
人
指
に
お
け
る
「
党
会
」
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
秘
密
結
社
組
織
を
採
用
し
、
器
械
（
武
器
）
を
も
つ
自

衛
的
闘
争
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
、
中
国
に
固
有
の
秘
密
結
社
が
そ
の
開
設
に
際
し
て
い
わ
ゆ
る
「
開
山
設
堂
」
に

よ
り
ま
ず
「
党
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
も
み
ら
れ
る
。
宗
代
の
故
事
「
水
滸
伝
」
（
又
の
名
、
江
湖
東
客
伝
）
に

お
け
る
大
哥
「
宗
江
」
が
天
畏
星
三
十
六
員
、
地
銘
星
七
十
二
座
の
魔
君
の
百
八
徒
を
結
集
し
て
「
梁
山
忠
義
党
」
を
設
立
し
た
の

も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
他
面
、
本
稿
（
二
）
（
本
誌
第
二
十
一
号
、
第
一
一
七
ｌ
一
二
〇
頁
）
の
う
ち
に
も
明
ら
か
に
し
た
西
路
事
件
に

際
し
て
、
ア
メ
リ
カ
華
僑
の
母
体
と
も
い
う
べ
き
四
邑
集
団
の
土
属
の
自
衛
的
闘
争
団
体
に
「
元
勝
党
」
や
「
安
良
堂
」
の
ご
と
き
党

名
の
団
体
が
結
成
さ
れ
て
い
た
が
、
出
先
の
大
州
で
も
郷
土
の
習
俗
に
し
た
が
っ
て
、
器
械
を
も
つ
闘
争
団
体
に
党
名
が
自
然
に
踏

襲
さ
れ
た
も
の
と
も
理
解
さ
れ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
方
面
で
は
秘
密
結
社
的
な
械
闘
団
体
は
多
く
の
場
合
、
公
司
=
K
o
n
g
s
i
　
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
海
山
公
司
・
義
興

公
司
・
福
義
興
公
司
等
こ
れ
で
あ
っ
て
、
党
名
で
な
く
公
司
名
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
東
イ
ン
ド
会
社
の
武
力
的
活
動
に
当
面
し
て
コ
ン
パ
ニ
ー
（
公
班
衙
）
名
称
が
慣
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
械
闘
団
体
が
と
く
に
堂
名
を
採
用
し
た
こ
と
に
は
公
同
名
が
上
位
の
六
公
司
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、

そ
の
規
模
が
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
諸
公
司
と
比
較
す
る
場
合
、
問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
小
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
も
の
と

い
え
よ
う
。
な
お
、
初
期
の
堂
闘
に
は
専
ら
斧
頭
を
武
器
と
し
た
か
ら
斧
頭
仔
‥
‥
ら
に
t
訃
Q
t
∃
g
も
し
く
は
「
斧
頭
仔
堂
」
と
も

俗
称
さ
れ
、
時
と
し
て
は
党
会
は
「
山
頭
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
堂
会
の
所
在
地
＝
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
党
は
一
八
五
二
年
に
成
立
し
た
広
徳
堂
H
‥
昂
苫
品
}
‥
)
o
n
k
T
O
品
が
そ
の
最
初
の
も
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の
で
あ
っ
た
。
一
八
五
四
年
に
は
協
意
堂
（
も
し
く
は
侠
義
堂
）
　
=
H
i
p

Y
e
e
T
O
蔵
の
成
立
を
み
た
。
ま
た
、
マ
ッ
ク
レ
オ
ド
の

説
に
よ
る
と
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
諸
堂
の
う
ち
、
最
初
の
有
力
な
堂
は
、
致
公
堂
＝
‥
c
n
e
e

r
L
u
n
g
T
O
品
　
で
あ
っ

た
と
も
さ
れ
て
い
る
。
致
公
堂
成
立
の
年
度
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
ア
メ
リ
カ
華
僑
で
安
良
堂
の
領
袖
で
あ
り
、
戦
後
中
華
人

民
共
和
国
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
委
員
、
同
華
僑
事
務
委
員
会
委
員
、
中
国
銀
行
監
察
人
の
任
に
あ
っ
て
北
京
で
逝
去
し

た
司
徒
美
堂
Ｈ
&
S
I
E
宛
[
R
‐
剪
蔵
（
広
東
省
開
平
県
人
、
↑
８
呂
―
芯
呂
）
は
一
八
八
〇
年
十
四
才
で
苦
力
移
民
と
し
て
渡
米
し
、

一
八
八
三
年
十
七
才
で
反
清
の
洪
門
系
の
致
公
党
に
参
加
し
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
当
時
に
は
す
で
に
致
公
堂
の
存
在
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
械
闘
団
体
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果
し
た
堂
に
つ
い
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
存
在
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
司
徒
美
堂
が
華
文
名
で
あ
げ
る
も
の
と
、
マ
ッ
ク
レ
オ
ド
＝
A
l
e
x
a
n
d
e
r

M
c
L
e
o
d
が
英
文
名
で
あ
げ
る
も
の
に
は
何
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈

も
次
の
ご
と
く
一
二
団
体
が
あ
る
。
華
文
名
と
英
文
名
と
前
七
団
体
は
相
一
致
す
る
が
、
後
の
五
団
体
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
一
致

せ
し
め
が
た
い
。
マ
ッ
ク
レ
オ
ド
の
そ
れ
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
堂
会
名
で
、
司
徒
の
分
は
同
地
以
外
の
も
の
も
含
む
も

の
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
司
徒
美
党
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
ッ
ク
レ
オ
ド
）

　
　
　
　
致
公
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
‥
‥
G
e
e

r
v
u
n
g
T
O
蔵

　
　
　
　
萃
勝
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
∽
g
y
酒
蔵
T
o
n
叫

　
　
　
　
秉
公
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
＝
目
白
品
}
r
品
T
O
品

　
　
　
　
協
勝
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
＝
目
}
{
ぞ
酒
蔵
T
O
蔵

　
　
　
　
合
勝
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
目
=
}
{
o
t
哨
兵
T
o
n
x
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安
益
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
○
ロ
ゴ
訃
Ｔ
Ｏ
品

　
　
　
　
瑞
端
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
＝
∽
斥
ｙ
Ｏ
ロ
、
Ｔ
ｏ
兵

　
　
　
　
聚
良
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
・
　
り
ｏ
Ｗ
に
ｏ
ｎ
ｇ
Ｔ
Ｏ
品
‥
―
秉
公
保
良
堂

　
　
　
　
竹
林
山
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
Ｓ
ｅ
ｍ
　
Ｓ
ｕ
ｅ
ｙ
Ｙ
ｍ
ｇ
Ｔ
ｏ
品
‥
‥
―
（
萃
英
堂
）

　
　
　
　
華
亭
山
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
　
Ｋ
剛
ａ
ｎ
　
Ｄ
ｏ
ｃ
ｋ
Ｔ
ｏ
品
‥
‥
・
（
広
徳
堂
）

　
　
　
　
協
英
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
･
　
　
　
　
Ｈ
ｅ
ｐ
　
Ｓ
ｕ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
ｎ

　
　
　
　
安
良
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
・
　
り
０
１
０
ｎ
　
ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
=
=
　
　
　
（
岡
州
保
安
堂
）

　
司
徒
美
堂
は
、
右
の
ほ
か
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
存
在
す
る
も
の
に
は
、
「
安
良
総
堂
」
と
「
協
勝
分
堂
」
の
二
堂
が
あ
り
、
三

邑
（
南
海
・
番
禹
・
順
徳
の
三
県
）
系
下
属
の
堂
で
各
都
市
に
散
在
す
る
も
の
に
は
、
「
秉
安
堂
」
・
「
昭
義
堂
」
・
「
松
石
堂
」

・
「
西
安
堂
」
が
あ
り
、
香
山
県
（
現
在
名
中
山
県
）
系
下
属
の
堂
に
は
「
段
英
堂
」
か
お
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
彼
が
主
宰
す
る
「
安
良
党
」
の
分
堂
一
一
団
体
、
支
堂
七
ｌ
六
団
体
が
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ア
・
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
デ

ト
ロ
イ
ト
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
ー
・
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
・
ボ
ス
ト
ン
・
シ
カ
ゴ
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
等
の
各
都
市
に

散
在
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
「
安
良
総
堂
」
の
指
揮
下
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
次
に
、
陳
匡
民
が
そ
の
編
著
「
美
洲
華
僑
通
鑑
」
（
一
九
五
〇
年
刊
行
）
に
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
各
堂
会
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
切

地
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
致
公
堂
」
（
中
国
洪
門
民
治
党
ブ
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
（
総
堂
）
　
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
ー
・
ニ
ュ

ー
オ
ル
リ
ー
ン
ズ
・
シ
カ
ゴ
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
タ
ス
カ
ン
・
メ
リ
ー
ズ
ビ
ル
・
シ
ア
ト
ル
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ナ
ダ
　
（
バ
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ン
ク
ー
バ
ー
・
ビ
ク
ト
リ
ア
・
ト
ロ
ン
ト
・
ウ
ィ
ニ
ー
ペ
ッ
グ
・
モ
ン
ト
リ
ー
ル
）
　
・
キ
ュ
ー
バ
・
メ
キ
シ
コ

　
「
安
良
堂
」
（
安
良
工
商
会
）
＝
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
（
総
堂
）
　
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
・
サ
ン
ア
ン
ト

ニ
オ
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
ン
・
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ア
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
・
バ
ッ
ハ
ア
ロ
・
オ
ル
バ
ニ
ー
・
セ

ン
ト
ル
イ
ス
・
カ
ン
ザ
ス
市
・
グ
リ
ー
ズ
ビ
ル
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
・
デ
ト
ロ
イ
ト
・
ボ
ス
ト
ン
・
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
ー
・
シ
カ
ゴ
・
サ

ン
プ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
「
脇
勝
堂
」
（
協
勝
公
会
）
ｎ
‥
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
総
堂
）
　
・
シ
ア
ト
ル
・
シ
カ
ゴ
・
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ア
・
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
・
ミ

ネ
ア
ポ
リ
ス
・
ボ
ス
ト
ン
・
ワ
シ
ン
ト
ン

　
　
「
秉
公
堂
」
＝
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
　
（
総
堂
）
　
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
サ
ブ
ラ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ロ
ス

ア
ン
ゼ
ル
ス
・
フ
レ
ス
ノ
・
コ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
べ
ｌ
カ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
シ
ア
ト
ル
・
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
・
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
・
ワ

ト
ソ
ン
ビ
ル

　
　
「
合
勝
堂
」
ａ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
　
（
総
堂
）
　
・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
メ
リ
ー
ズ
ビ
ル
・
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ

　
　
「
萃
勝
堂
」
（
萃
勝
工
商
会
）
ｈ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
　
（
総
堂
）
　
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
シ
ア

ト
ル
・
メ
リ
ー
ズ
ビ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
ビ
ル

　
　
「
英
瑞
堂
」
（
英
瑞
工
商
会
）
‥
‥
‥
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
　
（
総
会
）
　
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

　
　
「
儀
英
党
」
（
儀
英
工
商
会
）
＝
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
　
（
総
会
）

　
　
「
俊
英
堂
」
（
俊
英
工
商
会
）
＝
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
総
会
）

　
右
に
よ
れ
ば
致
公
堂
は
ア
メ
リ
カ
の
全
域
性
の
団
体
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
ほ
か
香
港
・
上
海
に
も
支
部
が
あ
り
、
諸
堂
の
う
ち
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最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
安
良
堂
こ
れ
に
つ
ぎ
、
合
衆
国
の
東
・
中
・
西
部
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
な
お
概
し
て
東
部
に
そ
の
活

動
の
中
心
が
あ
る
。
協
勝
堂
も
西
・
東
部
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、
西
部
に
そ
の
中
心
が
お
か
れ
て
い
る
。
秉
公
堂
以
下
の
諸
堂
は

専
ら
西
部
を
そ
の
活
動
範
城
と
し
て
い
る
。

　
右
の
ご
と
く
、
ア
メ
リ
カ
の
広
肇
幇
系
華
僑
社
会
に
お
け
る
堂
会
は
容
易
に
無
視
し
え
な
い
ほ
ど
の
有
力
な
存
在
と
な
っ
て
い

る
。
右
の
諸
堂
の
う
ち
「
致
公
堂
」
は
戦
後
「
致
公
党
」
と
改
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
、
る
ご
と
く
政
治
的
党
派
と

し
て
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。
他
方
、
本
来
の
「
堂
会
」
と
し
て
は
「
安
良
堂
」
が
財
力
も
っ
と
も
多
く
、
「
協
勝
堂
」
は
打
手

　
（
討
手
）
多
く
闘
争
的
で
あ
り
、
西
部
の
「
秉
公
堂
」
は
昆
仲
数
が
も
っ
と
も
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
堂
会
は
秘
密
結
社
組
織
で
あ
る
だ
け
に
そ
の
組
織
・
活
動
内
容
は
容
易
に
明
ら
か
に
し
え
な
い
、
何
れ

も
堂
友
外
に
は
固
く
門
戸
を
閉
ざ
し
、
致
公
堂
は
華
文
名
に
「
洪
門
」
と
冠
し
、
英
文
名
は
ろ
h
i
n
e
c
e

F
r
e
e
M
a
s
o
n
”
　
と
呼
び
、

秉
公
堂
は
フ
リ
ー
メ
ソ
ン
の
マ
ー
ク
を
門
戸
に
か
か
げ
る
こ
と
等
に
も
そ
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
。
以
下
、
秘
密
結
社
組
織
と
し

て
の
堂
会
の
輪
廓
を
手
許
の
限
ら
れ
た
若
干
の
資
料
に
よ
っ
て
あ
と
づ
け
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
ロ
　
秘
密
結
社
組
織
と
し
て
の
堂
会

　
清
初
か
ら
拡
大
発
展
を
み
て
き
た
中
国
の
秘
密
結
社
に
は
華
北
に
基
盤
を
お
い
た
「
白
蓮
会
」
、
華
中
の
揚
子
江
流
域
に
発
展
し

た
「
哥
老
会
」
、
華
南
の
福
建
・
広
東
両
省
方
面
に
普
及
し
た
洪
門
系
の
「
天
地
会
」
（
又
の
名
、
三
合
会
）
＝
T
r
T
r
i
a
d

b
o
c
i
e
t
y
に
三
大
別
さ
れ
う
る
が
、
海
外
に
発
展
を
み
た
秘
密
結
社
の
系
譜
は
華
僑
の
出
身
地
地
方
の
華
南
に
成
立
し
て
い
た
天
地

会
・
三
合
会
・
三
点
会
・
匕
首
会
・
双
刀
会
等
の
名
で
呼
称
さ
れ
る
洪
門
系
の
秘
密
結
社
に
属
し
て
い
る
。

　
天
地
会
の
起
源
＝
目
口
洪
門
系
の
天
地
会
の
成
立
の
経
過
に
つ
い
て
、
平
山
周
著
の
「
中
国
秘
密
社
会
史
Ｌ
の
う
ち
明
ら
か
に
さ
れ
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て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
天
地
会
の
起
因
は
福
建
省
福
州
府
浦
田
県
九
連
山
の
山
中
の
寺
院
「
少
林
寺
」
に
あ
っ
た
。
少
林
寺
の

寺
僧
が
焚
香
の
余
暇
、
軍
略
・
剣
法
・
諸
武
芸
を
究
め
、
寺
院
が
武
芸
教
授
所
に
均
し
い
有
様
に
あ
っ
た
。
康
煕
年
間
Ｈ
ｕ
一
ｓ
ｓ
に
Ｉ

芯
回
（
も
し
く
は
乾
隆
年
間
１
応
呂
Ｉ
に
呂
）
に
中
国
の
附
庸
国
で
あ
っ
た
西
方
の
西
魯
の
叛
乱
に
際
し
て
、
清
朝
の
客
軍
の
敗
退

し
た
こ
と
か
ら
、
少
林
寺
の
僧
徒
鄭
君
達
以
下
百
二
十
八
名
が
西
魯
討
伐
軍
に
応
募
し
、
勇
武
絶
倫
西
魯
征
服
に
成
功
し
た
。
だ

が
、
廷
臣
の
陳
文
耀
と
張
近
秋
に
寺
僧
に
異
志
あ
っ
て
、
朝
廷
滅
亡
の
怖
れ
あ
り
と
讒
訴
さ
れ
、
少
林
寺
は
焚
焼
せ
し
め
ら
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。
遁
走
し
た
僧
侶
の
う
ち
生
存
し
た
も
の
は
、
蔡
徳
忠
・
方
大
洪
・
馬
起
興
・
胡
徳
帝
・
李
式
開
の
五
名
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
後
の
反
清
復
明
の
革
命
的
企
図
を
も
つ
秘
密
結
社
と
し
て
の
天
地
会
の
「
前
五
祖
」
と
称
せ
ら
れ
、
祭
祀
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
五
指
遁
走
の
途
中
、
張
近
状
に
復
仇
の
際
、
呉
天
成
・
洪
大
歳
・
姚
必
達
・
李
式
地
・
林
永
起
の
五
人
に
危
急
を
救
済
さ
れ

た
。
こ
の
五
人
が
そ
の
後
「
後
五
祖
」
も
し
く
は
「
五
虎
」
と
称
せ
ら
れ
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
安
良
堂
の
大
哥
で
あ
っ
た
司
徒
美
堂
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
堂
」
内
の
正
面
に
は
、
今
日
で
は
華
僑
商
人
団
体
祭
祀
の

中
心
で
あ
る
道
数
的
商
業
神
の
「
関
帝
」
を
奉
祀
し
な
い
で
、
洪
門
系
の
「
堂
」
で
は
、
右
の
反
清
夜
明
の
「
前
・
後
五
祖
」
を
供

奉
し
て
い
る
。

　
五
僧
は
後
、
湖
広
に
潜
み
、
そ
こ
で
志
を
同
じ
く
す
る
翰
林
学
士
の
陳
近
南
に
救
わ
れ
、
紅
花
亭
で
時
期
の
到
来
を
ま
っ
た
。
そ

の
時
、
明
末
の
崇
徳
帝
の
孫
の
朱
洪
竹
が
加
わ
り
、
陳
近
南
を
香
主
と
し
て
、
す
で
に
武
装
す
る
も
の
を
兄
と
し
、
後
来
の
も
の
を

弟
と
し
て
甲
寅
=

１
６
７
４
（
康
則
十
三
年
）
の
年
の
七
月
二
十
五
日
紅
花
亭
で
兄
弟
盟
誓
、
そ
の
日
を
兄
弟
の
誕
生
日
と
し
、
洪
家
大

会
を
開
い
た
。
東
天
に
紅
光
の
発
す
る
を
み
て
、
紅
と
洪
と
同
音
の
故
に
「
洪
」
を
も
っ
て
姓
と
し
、
「
洪
」
字
を
数
字
に
分
解
し

て
「
三
八
二
十
一
」
を
も
っ
て
符
号
と
し
た
。
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五
僧
等
は
陳
近
南
と
と
も
に
兵
馬
を
募
集
し
て
清
軍
を
攻
撃
し
た
が
、
効
果
あ
が
ら
ず
敗
退
の
際
に
、
万
雲
寺
の
院
長
「
万
雲
竜
」

　
（
俗
名
・
胡
得
起
、
洪
門
で
は
達
宗
と
呼
ぶ
）
の
援
助
を
う
け
、
大
哥
（
元
師
）
と
し
て
迎
え
吸
血
訂
盟
覆
清
を
期
し
た
。
万
雲
竜

は
再
度
清
軍
を
痛
撃
し
た
が
、
九
月
九
日
陣
没
し
た
。
今
日
で
も
洪
門
系
の
諸
団
体
で
は
夏
暦
七
月
二
十
五
日
に
は
五
祖
を
祭
り
、

九
月
九
日
に
は
万
雲
竜
元
師
誕
辰
慶
祝
の
儀
礼
を
行
な
い
、
公
宴
を
開
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
敗
戦
後
は
幼
帝
の
蹤
跡
不
明
と
な
り
、
諸
兄
弟
は
解
散
、
江
湖
山
沢
の
間
に
体
力
を
養
い
、
口
伝
暗
号
を
も
っ
て
広
く
徒
党
を
結

び
、
洪
家
結
成
の
期
日
に
は
来
集
違
約
し
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
別
れ
た
。
別
れ
に
際
し
て
、
「
五
人
分
開
一
首
詩
、
身
山
洪
英
無
人

知
、
此
事
伝
得
衆
兄
弟
、
後
来
相
分
団
円
時
Ｌ
の
詩
を
作
っ
て
、
後
来
永
久
に
会
員
の
証
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
右
の
伝
説
は
天
地
会
・
三
合
会
・
哥
老
会
等
多
少
の
差
異
は
あ
っ
て
も
、
少
林
寺
焚
焼
、
五
僧
を
五
祖
と
す
る
等
の
点
に
お
い
て

共
通
し
、
広
代
輾
転
口
伝
さ
れ
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
右
の
洪
門
系
諸
団
体
は
そ
の
起
源
に
つ
い
て
の
伝
説
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
清
初
か
ら
清
末
に
お
よ
ぶ
反
清
復
明
の
革
命

的
企
図
を
も
つ
秘
密
結
社
と
し
て
の
骨
格
を
具
備
し
て
い
る
。

　
洪
門
の
名
称
起
源
＝
＝
‥
な
お
、
洪
門
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
第
一
説
に
は
前
述
の
ご
と
く
甲
寅
七
月
二
十
五
日
紅
花
亭
で
兄
弟
盟

誓
の
と
き
、
東
方
紅
の
紅
と
洪
と
が
同
音
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
の
平
山
周
説
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
説
に
は
洪
と
紅

と
は
同
音
で
あ
り
、
紅
と
朱
は
同
色
で
あ
り
、
洪
に
は
明
室
を
回
復
し
、
胡
虜
を
駆
逐
す
る
こ
と
を
含
意
し
い
る
。
す
な
わ
ち
、
洪

は
明
朝
初
代
の
皇
帝
の
朱
元
璋
の
年
号
の
「
洪
武
」
の
第
一
字
で
あ
り
、
同
時
に
洪
は
紅
で
あ
り
、
紅
は
「
朱
」
を
指
す
こ
と
に
よ

る
と
の
説
が
み
ら
れ
る
。

　
第
三
説
は
孫
文
が
そ
の
著
「
三
民
主
義
」
の
う
ち
の
民
族
主
義
第
三
講
に
お
い
て
、
洪
門
は
洪
秀
全
（
太
平
天
国
の
乱
の
首
領
）
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か
ら
そ
の
名
称
が
で
た
の
で
な
く
、
朱
洪
武
も
し
く
は
朱
洪
祝
（
康
煕
年
間
の
朱
洪
祝
の
起
義
）
に
そ
の
名
称
が
起
源
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
説
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
右
の
朱
洪
祝
は
お
そ
ら
く
紅
花
亭
で
の
兄
弟
盟
誓
の
小
主
で
あ
っ
た
崇
禎
帝
の
孫
の
幼
帝

「
朱
洪
竹
」
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
平
山
周
も
そ
の
著
の
う
ち
に
洪
門
は
道
教
・
仏
教
を
信
奉
す
る
が
、
洪
秀
全
の
信
奉
す
る

上
帝
は
キ
リ
ス
ト
の
教
え
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
洪
門
は
反
清
復
明
で
あ
る
が
、
洪
秀
全
は
反
清
で
あ
っ
て
も
新
顔

を
建
て
る
こ
と
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
一
視
し
え
な
い
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
洪
門
の
名
称
が
孫
文
説
と
同
様
洪
秀

全
に
起
因
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

　
第
四
説
は
蕭
一
山
が
「
洪
」
字
起
源
に
関
す
る
正
確
な
説
と
し
て
洪
門
の
耆
宿
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
洪
」
は

「
漢
」
の
省
略
さ
れ
た
も
の
で
、
漢
族
が
中
原
の
土
地
を
喪
失
し
て
、
鄭
氏
が
台
湾
に
明
朝
復
興
の
基
地
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
漢
」

の
字
か
ら
中
間
の
「
中
土
」
を
除
去
す
る
と
、
自
然
に
一
個
の
「
洪
」
の
字
に
変
成
す
る
。
こ
の
こ
と
は
洪
門
で
は
「
清
」
を
「
泪
」

と
か
く
の
は
清
は
無
主
を
意
味
し
「
満
」
を
「
潤
」
と
か
く
の
は
満
の
無
頭
を
意
味
せ
し
め
て
い
る
こ
と
と
共
通
す
る
扱
い
方
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
「
四
海
九
州
尽
姓
洪
」
・
「
滴
血
盟
心
本
姓
洪
」
は
、
す
な
わ
ち
「
四
海
九
州
兵
属
漢
」
・
「
滴
血
盟
心
本
為

漢
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
も
っ
と
も
信
頼
す
べ
き
正
確
な
「
洪
」
説
の
起
源
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
洪
門
は
漢
留
（
漢
民
族
遺
流
）
に
起
こ
り
、
始
祖
は
「
殷
洪
盛
」
、
又
の
名
「
洪
英
」
で
あ
り
、
洪
門
の
名
称
の
起

源
と
す
る
説
が
あ
る
。
殷
洪
盛
の
真
実
の
姓
は
日
本
に
流
亡
し
た
明
末
の
筒
音
の
朱
舜
水
（
浙
江
余
桃
人
、
芯
呂
－
ま
８
Ξ
で
あ

り
、
殷
は
紅
で
あ
り
、
紅
は
朱
で
あ
る
。
舜
時
に
は
洪
水
が
盛
ん
で
あ
り
、
大
禹
を
し
て
こ
れ
を
治
め
し
め
し
た
こ
と
か
ら
洪
盛
の

二
字
を
用
い
、
し
た
が
っ
て
殷
洪
盛
は
朱
舜
水
の
化
名
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
蕭
一
山
は
朱
舜
水
と
福
建
に
開
創
さ
れ
た
洪
門
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

の
間
に
は
何
等
の
交
渉
は
な
く
、
「
漢
失
中
土
」
説
を
も
っ
て
正
し
い
と
し
て
い
る
。

-一一83-



　
洪
門
団
体
の
別
派
＝
目
口
上
述
し
て
き
た
少
林
寺
焚
焼
に
縁
由
す
る
洪
門
団
体
の
ほ
か
に
、
明
末
清
初
の
反
清
復
明
の
た
め
に
尽
瘁

し
た
著
名
の
先
賢
五
名
を
も
っ
て
、
五
祖
と
し
て
奉
祀
す
る
支
派
と
も
み
る
べ
き
目
称
洪
門
団
体
も
み
ら
れ
る
。
五
祖
と
は
す
な
わ

ち
日
本
に
亡
命
し
た
大
儒
の
「
朱
舜
水
」
（
諱
、
瑜
・
字
、
魯
嶼
、
浙
江
余
姚
人
、
ま
呂
丿
広
８
ｗ
）
、
棒
学
の
開
創
の
「
顧
亭
林
」
（
原
名
、

緯
・
改
名
、
炎
武
、
江
蘓
昆
山
人
、
広
広
１
ま
８
に
）
、
陽
明
学
派
の
「
黄
梨
洲
」
（
名
、
宗
曦
・
字
、
太
沖
・
一
字
徳
水
・
号
、
南
雷

居
士
、
ま
さ
ー
広
呂
）
、
攘
夷
の
学
者
の
「
王
夫
之
」
（
字
、
而
農
・
号
、
薑
斉
、
湖
南
衡
陽
人
、
広
広
ｊ
｛
呂
に
｝
、
任
侠
尚
義
の
金
石

学
者
「
傅
青
主
」
（
諱
、
山
・
字
、
青
主
、
山
西
陽
曲
県
人
、
１
６
０
５
―
不
明
、
八
十
余
才
没
）
等
の
反
清
復
明
の
気
魄
に
み
ち
た
五

先
賢
を
も
っ
て
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
五
祖
の
ほ
か
に
「
文
宗
」
と
し
て
忠
烈
の
文
官
の
史
可
法
（
字
、
憲
元
・
一
字
道
隣
、

原
籍
、
丈
興
・
寄
籍
、
河
南
祥
符
、
ま
回
－
ま
＆
）
、
武
宗
と
し
て
気
概
非
凡
の
鄭
成
功
（
名
、
福
松
・
又
名
、
森
・
号
、
大
木
・

字
、
明
儼
、
日
本
平
戸
生
、
福
建
泉
州
人
、
鄭
芝
竜
の
長
子
、
ま
回
－
↑
呂
に
）
が
併
記
さ
れ
る
。

　
本
別
派
の
五
祖
・
文
武
の
両
宗
は
何
れ
も
明
末
清
初
に
傑
出
し
た
反
清
復
明
の
康
概
の
儒
者
・
武
将
達
で
あ
っ
て
、
そ
の
籍
貫

　
（
出
身
地
）
は
鄭
成
功
の
福
建
泉
州
以
外
は
何
れ
も
共
通
し
て
華
中
・
華
北
方
面
で
あ
っ
て
、
広
肇
幇
の
出
身
地
の
華
南
の
広
東
省

方
面
と
の
直
接
的
関
連
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
本
別
派
は
福
建
人
の
支
配
す
る
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
か
ら
戦
後
と
く
に
浙
江
系
の
進
出
を

み
て
い
る
台
湾
方
面
を
勢
力
範
囲
と
し
、
戦
後
は
と
く
に
反
共
的
態
度
を
明
確
に
し
て
い
る
。
一
九
五
六
年
十
一
月
に
は
台
北
市
で

本
別
派
の
集
会
の
「
中
国
洪
門
海
外
昆
仲
懇
親
大
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
支
配
す
る
広
肇
幇
系
華
僑
の
洪
門
団
体
は
何
れ
も
少
林
寺
沢
に
属
し
、
そ
の
政
治
的
態
度
も
複
綜

し
て
い
る
。
洪
門
団
体
に
も
籍
貫
（
出
身
地
）
の
相
違
、
ひ
い
て
は
出
先
国
の
相
違
、
政
治
的
立
場
の
相
違
か
ら
、
分
派
の
成
立
を

み
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
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ハ
　
堂
会
の
実
体

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
広
肇
幇
系
華
僑
の
組
織
す
る
堂
会
は
、
前
節
に
も
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
少
林
寺
派
系
の
洪
門
団
体
で
あ

る
。
吸
血
訂
盟
と
い
う
前
期
的
様
式
を
も
っ
て
反
清
復
明
の
革
命
的
仲
間
組
織
と
し
て
の
骨
格
を
保
持
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
堂
会
の
本
源
的
な
特
性
が
も
っ
と
も
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
中
国
苦
力
移
民
入
国
禁
止
法
と
、

ア
メ
リ
カ
の
合
興
公
司
＝
T
h
e

A
m
e
r
i
c
a
n
c
h
m
aU
e
v
e
i
o
p
m
e
n
t
c
o
日
写
回
の
粤
漢
（
広
州
‥
‥
漢
口
）
鉄
路
建
設
に
対
す
る

借
款
契
約
反
対
の
た
め
に
展
開
さ
れ
た
一
九
〇
五
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
対
米
ボ
イ
コ
ッ
ト
連
動
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　
右
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
き
わ
め
て
効
果
的
な
ボ
イ
コ
ッ
ト
と
し
て
成
功
を
収
め
、
中
国
移
民
排
斥
の
原
則
は
固
執
さ
れ
た
が
、
粤
漢

鉄
路
建
設
権
の
回
収
自
弁
に
は
成
功
し
た
。
こ
の
運
動
に
は
単
に
抗
米
的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
清
田
政
府
の
鉄
路
の
国
有
国
営
主

義
に
対
す
る
反
清
的
、
も
し
く
は
反
官
的
気
風
も
つ
よ
く
浸
透
し
て
い
た
。

　
司
徒
美
堂
｛
広
東
開
平
人
、
｝
８
呂
－
芯
呂
）
が
熱
血
青
年
を
集
合
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
「
安
良
堂
」
（
安
良
工
商
総
会
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
「
鋤
強
扶
弱
、
除
暴
安
良
」
の
信
条
の
も
と
に
組
織
し
た
の
も
右
の
一
九
〇
五
年
の
反
米
運
動
の
時
期
に
際
会
し
て
い
た
。
つ
い
で

後
述
の
ご
と
く
と
く
に
辛
亥
革
命
、
そ
の
後
の
日
中
戦
争
、
戦
後
の
国
共
対
立
に
際
し
て
も
遺
憾
な
く
堂
会
の
政
治
的
活
動
が
発
揮

さ
れ
た
。

　
洪
門
と
自
称
す
る
堂
会
は
起
源
的
に
は
反
清
復
明
の
革
命
意
識
、
も
し
く
は
そ
の
後
の
旺
盛
な
民
族
意
識
が
民
間
の
豪
侠
義
気
の

反
官
的
気
風
の
上
に
も
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
堂
会
の
現
実
は
革
命
的
、
も
し
く
は
反
官

的
な
政
治
的
組
織
と
い
う
よ
り
は
、
勢
力
範
囲
の
画
定
、
時
と
し
て
は
反
社
会
的
活
動
へ
逸
脱
し
て
ゆ
く
場
合
も
少
く
な
い
。
洪
門

と
自
称
し
、
秘
密
結
社
組
織
を
採
用
し
て
い
る
だ
け
に
そ
の
実
体
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
が
、
以
下
出
来
う
る
限
り
そ
の
実
体
の
概
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容
・
輸
廓
の
程
度
だ
け
で
あ
っ
て
も
明
ら
か
な
ら
し
め
て
ゆ
き
た
い
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
堂
会
の
成
立
＝
＝
先
に
も
述
べ
た
通
り
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
堂
会
は
一
八
五
二
年
設
立
さ
れ
た
広
徳
堂
が
そ

の
嚆
矢
で
あ
り
、
そ
の
後
清
末
に
お
け
る
堂
会
に
つ
い
て
マ
ッ
ク
レ
オ
ド
と
司
徒
美
堂
は
そ
れ
ぞ
れ
一
二
個
を
あ
げ
、
陳
国
民
は
九

個
の
最
近
の
党
会
名
を
あ
げ
て
い
る
。
今
、
こ
こ
に
一
九
一
三
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
刊
行
の
「
万
国
寄
信
便
覧
」
に
掲
載
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勁

て
い
る
党
会
名
に
は
次
の
通
り
の
コ
ュ
が
あ
っ
た
。

　
　
１
　
秉
　
公
　
堂
日
日
＝
日
回
ｎ
㈲
｝
｛
ピ
ｎ
叫
Ｔ
ｏ
ｎ
叫

　
　
２
　
秉
　
安
　
堂
目
口
日
日
目
‥
回
品
○
コ
Ｔ
Ｏ
兵

　
　
３
　
保
　
安
　
堂
目
目
＝
日
‥
９
０
口
Ｈ
ｏ
凛

　
　
４
　
致
公
党
公
所
＝
目
‥
ｃ
ｎ
ｅ
ｅ
　
Ｋ
ｕ
ｎ
ｇ
Ｔ
Ｏ
ｎ
ｇ
　
Ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　
　
５
　
協
勝
堂
公
所
＝
＝
＝
｝
｛
ぞ
凶
凛
Ｔ
ｏ
品
∽
ｏ
ｃ
ぞ
ぐ

　
　
６
　
協
善
堂
公
所
＝
目
｝
｛
ぞ
汐
品
Ｔ
Ｏ
ｎ
ｇ
　
ｂ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

　
　
７
　
忠
義
総
党
＝
＝
‥
Ｃ
ｈ
ｍ
ｇ
　
Ｙ
ｅ
ｅ
Ｔ
Ｏ
凛
∽
Ｏ
Ｑ
回
ｙ

　
　
８
　
合
勝
堂
会
所
＝
目
Ｈ
ｏ
ｐ
　
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｔ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

　
　
９
　
瑞
端
堂
公
所
＝
目
目
汐
召
○
ロ
Ｔ
Ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

　
　
1
0
　
萃
勝
堂
公
所
＝
＝
‥
汐
Ｑ
ｙ
凶
凛
Ｔ
Ｏ
凛
∽
Ｏ
り
Ｆ
ｔ
ｙ

　
　
1
1
　
萃
英
堂
会
所
＝
＝
‥
∽
ｇ
ｙ
Ｙ
ｉ
ｎ
ｇ
　
　
ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

　
　
1
2
　
儀
英
堂
会
所
＝
目
＝
Ｙ
ｅ
ｅ
　
Ｙ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｔ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
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1
3
　
東
慶
堂
会
所
目
口
ド
Ｔ
呂
叫
回
品
Ｔ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

　
司
徒
美
堂
は
堂
会
の
総
数
は
二
ゝ
三
十
個
を
算
す
る
と
し
て
い
る
Ｃ

　
な
お
、
堂
会
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
広
肇
幇
華
僑
の
特
有
の
組
織
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ
イ
、
そ
の
他
カ
ナ
ダ
に

は
今
日
の
政
治
的
党
派
と
し
て
の
致
公
堂
以
外
に
は
堂
会
の
存
在
を
み
て
い
な
い
。
合
衆
国
本
土
の
西
部
・
中
部
・
東
部
に
群
居
成

立
す
る
特
殊
的
組
織
で
あ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
堂
会
成
立
に
つ
い
て
、
司
徒
美
堂
は
そ
の
多
く
は
「
義
気
団
結
・
守
望
相
助
」
を
信
条
と
す
る
相
互
扶
助
団

体
と
し
て
そ
の
当
初
に
は
昆
仲
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
苦
力
（
猪
仔
華
工
）
は
郷
里
の
田
畑
・

家
屋
を
売
払
う
か
、
二
、
三
十
ド
ル
の
前
借
の
も
と
に
、
手
に
布
袋
を
も
ち
、
土
布
の
便
服
を
つ
け
、
一
条
の
辮
髪
を
た
ら
し
、
形

容
枯
槁
、
埠
頭
に
あ
が
れ
ば
言
語
不
通
、
出
番
人
（
華
僑
通
訳
）
ひ
い
て
は
移
民
局
・
警
察
の
不
当
の
待
遇
を
う
け
、
入
国
後
も
非

衛
生
そ
の
他
の
名
目
の
も
と
に
住
居
を
追
わ
れ
、
野
宿
し
て
拘
留
さ
れ
る
も
の
一
二
千
に
お
よ
び
、
い
わ
ゆ
る
「
拉
房
」
（
家
屋
売

買
の
周
旋
）
事
件
さ
え
起
こ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
発
達
初
期
に
お
け
る
鉄
道
・
運
河
の
建
設
に
原
始
山
林
の
地
帯
に
一
四
ｌ

一
五
時
間
の
苦
汗
労
働
に
従
事
す
る
反
面
、
ア
メ
リ
カ
政
府
当
局
の
不
当
な
取
扱
い
に
対
し
て
、
清
国
政
府
の
叩
頭
外
交
か
ら
し
て

何
等
の
保
護
も
な
く
放
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
、
三
岳
・
四
邑
・
中
山
・
客
家
等
の
諸
会
館
の
長

生
会
は
苦
力
が
死
没
し
た
場
合
の
喪
事
・
回
棺
等
の
事
宜
を
取
扱
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
姓
の
黄
・
李
・
陳
・
余
・
竜
岡
（
劉
・

関
・
張
・
趙
の
四
姓
）
等
は
そ
れ
自
体
の
有
力
な
自
衛
組
織
を
形
成
し
て
い
た
。

　
他
面
、
小
姓
な
い
し
は
勢
力
微
弱
な
団
体
し
か
形
成
し
え
な
い
下
層
の
多
く
の
低
賃
銀
労
働
者
達
は
豪
侠
の
領
導
の
も
と
に
、
家

父
長
的
な
相
互
扶
助
の
友
愛
団
体
と
し
て
堂
会
を
組
織
し
て
い
っ
た
。
堂
会
結
成
の
動
機
は
司
徒
美
堂
に
よ
れ
ば
、
警
察
・
移
民
局
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の
官
員
と
出
番
人
（
華
語
通
訳
）
の
圧
力
を
免
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
は
相
互
扶
助
団
体
と
い
う
よ
り
は
、
逆
に
ア

メ
リ
カ
当
局
側
の
策
略
の
も
と
に
、
堂
が
弱
少
の
僑
胞
を
圧
迫
し
、
そ
の
報
讐
と
な
り
、
堂
と
堂
と
の
争
執
を
導
き
、
死
傷
者
を
た

す
と
こ
ろ
と
な
り
、
闘
争
的
団
体
へ
と
変
質
化
し
て
い
っ
た
と
し
て
い

る

。
堂
会
の
変
質
化
の
責
任
を
ア
メ
リ
カ
当
局
側
に
帰
せ
し

め
て
い
る
。
他
面
、
ア
メ
リ
カ
側
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
セ
ッ
フ
ア
ー
ド
目
ぃ
目
‥
‐
c
h
a
r
l
e
s

R
.

S
h
e
p
h
e
r
d
　
の
ご
と
き
は
『
「
堂
」
は

J
r
a
o
a
E
O
弓
こ
必
o
c
F
t
y
ﾌ
o
r

"
C
l
u
b
”
意
味
す
る
中
国
語
で
あ
っ
て
、
時
と
し
て
は
「
革
新
党
」
と
い
う
ご
と
く
「
党
」
の

意
味
を
表
現
す
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
る
。
だ
が
、
近
頃
で
は
こ
の
言
葉
は
Ｉ
と
く
に
太
平
洋
海
岸
で
ｌ
ｌ
わ
が
国
語
の
う
ち
に

と
り
い
れ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
華
僑
社
会
に
存
在
す
る
あ
る
種
の
嫌
悪
さ
れ
る
危
険
な
組
織
を
表
示
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
』
と
し
、
つ
い
で
「
堂
」
に
つ
い
て
『
ま
ず
最
初
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の

　
「
堂
」
は
社
会
的
・
慈
善
的
諸
目
的
の
た
め
に
存
在
す
る
と
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
組
織
で
あ
る
が
、
こ
の
「
慈
善
団
体
」
と
い
う
言

葉
は
華
僑
の
犯
罪
者
層
の
そ
れ
に
屡
々
で
て
く
る
が
、
そ
れ
は
商
業
化
し
た
賭
博
・
幼
少
女
子
の
人
身
売
買
・
阿
片
の
密
輸
入
・
恐

喝
取
財
・
不
当
価
格
請
求
・
個
人
的
復
讐
と
殺
害
等
の
犯
罪
を
助
長
し
、
犯
さ
し
め
、
か
つ
こ
れ
ら
の
仕
事
に
従
事
す
る
も
の
を
保

護
す
る
と
い
う
特
別
目
的
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
も
の
と
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
が
全
然
何
等
の
慈
善
的
活
動
を
し
な
い
と

す
る
な
ら
ば
、
他
面
の
事
情
か
ら
し
て
は
げ
し
い
矛
盾
を
も
感
ず
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
れ
、
華
僑
で
あ
れ
、
何

ら
か
の
意
味
で
彼
ら
の
活
動
に
通
暁
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
達
は
、
右
が
実
情
で
あ
る
と
認
め
る
よ
り
仕
方
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
』
と
述
べ
、
「
堂
」
が
単
純
な
慈
善
団
体
で
な
く
、
そ
の
反
社
会
的
活
動
の
蔽
う
べ
く
も
な
い
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
西
部
に
お
け
る
東
洋
系
移
民
の
法
的
・
経
済
的
地
位
に
つ
い
て
の
精
緻
な
報
告
を
作
成
し
た
ミ
ア
ー
ズ
ド
　
図
∃
o
t

G
r
i
m
e
a
l
M
e
a
r
s
　
は
「
堂
」
に
つ
い
て
、
『
「
堂
」
は
専
ら
会
員
の
利
益
促
進
を
は
か
る
友
愛
的
・
政
治
的
組
織
で
あ
り
、
他
の
「
堂
」
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に
対
し
て
は
げ
し
い
対
抗
意
識
を
も
っ
て
い
る
。
一
つ
以
上
の
「
堂
」
に
所
属
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は

私
は
六
つ
の
「
堂
」
に
所
属
し
て
い
る
も
の
を
知
っ
て
い
る
。
彼
は
「
堂
闘
」
の
際
で
も
街
路
を
堂
々
と
安
全
に
往
来
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
高
く
つ
い
て
誰
で
も
が
や
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
「
堂
」
は
大
規
模
の
各
州
間
団
体
の
支
部
で
あ
っ

て
、
全
会
員
は
何
処
に
い
て
も
相
互
扶
助
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。
如
』
と
か
な
り
緩
和
さ
れ
た
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　
堂
会
の
反
社
会
的
活
動
が
ア
メ
リ
カ
当
局
の
責
任
か
、
華
僑
側
自
体
の
責
任
で
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
幾
多
の
問
題
が
あ
ろ
う

が
、
少
な
く
と
も
筆
者
が
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
た
一
九
五
八
ｌ
ｌ
九
年
間
に
直
接
見
当
を
つ
け
た
と
こ
ろ
で
は
、
と
く
に
東
北
部
の

州
で
は
、
な
か
ば
公
然
と
番
攤
（
別
名
、
四
個
）
と
い
う
賭
博
が
「
堂
」
内
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
当
局
側
の
寛
大
な
処
置
の
な
い

限
り
不
可
能
と
さ
え
観
察
さ
れ
た
。
右
の
事
実
も
言
語
慣
習
に
通
暁
し
な
い
こ
と
、
も
し
く
は
当
該
諸
州
当
局
の
方
針
が
公
然
と
賭

博
営
業
を
認
め
な
く
と
も
、
個
人
的
自
由
は
侵
害
し
な
い
と
の
立
場
を
と
る
も
の
と
も
う
け
と
ら
れ
た
。
マ
ッ
ク
レ
オ
ド
も
早
期
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
裁
判
所
の
弛
緩
と
腐
敗
が
、
堂
会
の
発
展
に
少
な
か
ら
ぬ
責
任
の
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　
他
面
、
ア
メ
リ
カ
華
僑
の
郷
土
の
広
東
省
に
お
い
て
、
清
末
徐
勤
か
「
粤
東
商
務
公
司
」
設
立
の
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
と
き
、

広
東
省
で
の
商
務
振
興
を
阻
止
す
る
事
情
の
う
ち
の
一
つ
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。
『
印
度
の
煙
（
阿
片
）
を
中
国
に

售
る
は
吾
が
粤
（
広
東
）
よ
り
始
ま
る
。
林
文
忠
よ
り
煙
を
禁
ず
る
も
行
な
わ
れ
ず
、
そ
の
毒
を
受
く
る
者
吾
が
粤
を
も
っ
て
最
も

巨
し
と
な
す
。
賭
博
の
街
は
日
に
新
た
に
月
に
異
な
る
。
甲
申
（
一
八
八
田
）
以
後
籌
款
、
閤
姓
を
急
が
し
て
番
攤
に
餉
す
る
あ

り
、
征
し
て
挙
ぐ
る
に
粤
は
大
な
る
お
り
、
惟
だ
賭
こ
れ
務
め
、
終
歳
皇
皇
と
し
て
正
業
を
等
つ
。
拒
紳
胥
吏
此
れ
に
借
り
て
営
私

の
具
と
な
し
、
市
井
小
氓
は
是
れ
に
頼
ん
で
衣
食
の
計
を
な
す
。
煙
を
售
り
賭
を
市
す
る
の
館
は
米
薪
の
店
よ
り
多
く
、
煙
を
嗜
み

銭
を
意
う
の
輩
は
食
力
の
工
よ
り
多
し
。
』
つ
づ
い
て
、
そ
の
後
文
の
う
ち
に
『
粤
省
閲
姓
の
業
、
六
年
の
間
に
効
に
報
ず
る
こ
と
二
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百
二
十
万
円
、
餉
を
納
む
る
こ
と
四
百
八
十
万
円
、
亦
だ
重
し
と
謂
う
べ
し
』
と
あ
り
、
番
攤
の
納
税
請
負
人
で
あ
っ
た
閲
姓
が

巨
額
の
税
を
納
付
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
華
僑
の
郷
土
地
方
に
お
け
る
阿
片
吸
飲
・
賭
博
の
盛
行
の

風
習
が
、
堂
会
組
織
と
と
も
に
自
由
主
義
的
、
個
人
主
義
的
な
ア
メ
リ
カ
の
市
民
社
会
へ
は
ほ
と
ん
ど
何
等
の
抵
抗
も
な
く
、
そ
の

ま
ま
移
植
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
も
解
釈
さ
れ
う
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
の
唐
人
街
に
お
け
る
「
堂
会
」
の
成
立
は
反
清
復
明
の
革
命
意
識
に
よ
り
促
進
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

は
、
当
面
の
窮
境
打
開
の
相
互
扶
助
団
体
か
ら
、
堂
会
同
志
の
勢
力
範
囲
を
あ
ぐ
る
堂
闘
を
こ
と
と
す
る
闘
争
団
体
へ
変
質
化
し
て

い
っ
た
。
堂
会
の
う
ち
致
公
堂
の
み
は
例
外
で
あ
っ
て
、
後
に
致
公
党
と
し
て
政
党
へ
転
換
し
、
今
日
で
は
北
京
で
の
各
民
主
党
派

の
う
ち
に
華
僑
系
政
党
と
し
て
参
加
さ
え
し
て
い
る
。
致
公
党
に
つ
い
て
は
後
述
に
ゆ
ず
る
。

　
堂
会
の
結
成
目
目
口
堂
会
を
組
織
す
る
も
の
は
、
華
僑
社
会
上
層
の
い
わ
ゆ
る
「
買
弁
商
人
」
や
「
高
級
官
吏
」
で
は
な
く
、
下
層

の
製
靴
・
製
箱
・
製
衣
・
葉
巻
製
造
・
雑
砕
館
・
洗
衣
館
等
の
職
人
・
小
商
人
達
の
小
姓
の
姓
氏
を
異
に
す
る
も
の
達
で
あ
っ
て
、

堂
会
を
工
商
会
と
も
称
す
る
の
も
、
手
職
人
・
小
商
人
の
混
成
に
よ
る
結
果
と
い
え
よ
う
。

　
司
徒
美
堂
も
堂
会
の
多
く
は
「
義
気
団
結
・
守
望
相
助
」
を
信
条
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
豪
侠
義
気
の
も
の
を
「
大

哥
」
と
し
て
結
成
さ
れ
る
。
彼
自
身
も
安
良
堂
の
大
哥
で
あ
り
、
二
丁
拳
銃
を
常
持
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
ず
、
洪
門
の
結
義
方
式
に

よ
り
八
拝
の
儀
式
が
行
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
一
拝
天
為
父
、
二
拝
地
為
母
、
三
拝
日
為
兄
、
四
拝
月
為
嫂
、
五
拝
五
祖
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勁

拝
万
雲
竜
大
哥
、
七
拝
陳
近
南
先
生
、
八
拝
兄
弟
和
順
」
こ
れ
で
あ
っ
て
、
神
前
に
雄
鶏
の
首
を
は
ね
て
吸
血
訂
盟
の
上
、
異
姓
で

あ
っ
て
も
兄
弟
関
係
の
仲
間
組
織
と
し
て
の
堂
会
が
成
立
す
る
。
清
朝
は
大
清
律
例
、
巻
二
十
三
の
律
例
「
厳
禁
異
姓
結
拝
弟
兄
」

の
条
で
、
如
上
の
洪
門
の
ご
と
き
民
間
豪
侠
の
徒
が
、
任
意
に
結
成
す
る
兄
弟
組
織
を
禁
止
し
て
い
た
か
ら
、
当
然
秘
密
結
社
、
す
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な
わ
ち
「
会
党
」
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
。

　
マ
ラ
ヤ
で
は
洪
門
系
の
義
興
・
海
山
・
大
伯
公
等
の
諸
公
司
の
長
年
に
わ
た
る
械
闘
か
ら
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
一
八
八
二
年

危
険
社
団
条
例
＝
{
}
呂
叫
a
o
回
∽
o
c
F
t
i
e
s

O
r
d
i
n
a
n
c
e
を
公
布
し
て
、
洪
門
系
諸
団
体
の
抑
圧
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
同
様
な
結
社
禁
止
法
の
成
立
は
み
て
い
な
い
。

　
堂
会
は
会
友
外
に
は
固
く
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
内
状
は
容
易
に
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
今
司
徒
美
堂
の
叙
述

に
よ
れ
ば
、
堂
会
に
は
堂
所
が
あ
っ
て
、
各
会
友
の
推
叙
・
休
息
・
娯
楽
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
堂
内
の
祭
壇
の
中
央
に
は
多
く

の
華
僑
団
体
で
は
関
公
が
奉
祀
さ
れ
る
が
、
堂
会
で
は
関
公
で
な
く
岳
飛
と
反
清
復
明
の
洪
門
の
五
祖
（
少
林
寺
派
）
と
、
万
雲
竜

大
哥
（
元
師
）
と
が
供
奉
さ
れ
て
い
る
。

　
堂
内
兄
弟
は
毎
月
一
両
元
を
月
費
と
し
て
支
払
い
、
時
と
し
て
任
意
の
機
会
に
神
檀
上
に
「
香
油
銭
」
の
名
義
で
出
捐
す
る
場
合

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
頼
母
子
講
に
類
す
る
小
貯
蓄
会
的
組
織
と
し
て
の
「
標
会
」
が
あ
っ
て
、
会
友
の
余
裕
金
を
月
毎
に
集
め
、
「
返

唐
山
」
（
帰
国
）
、
店
舗
の
開
設
等
の
た
め
資
金
を
急
需
す
る
も
の
が
、
当
籤
す
れ
ば
そ
の
後
元
利
を
逐
次
償
還
せ
し
め
る
。
こ
の
種

の
積
蓄
標
会
弁
法
が
会
友
の
成
家
立
業
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
姓
氏
団
体
の
場
合
と
共
通
し
て
い
る
。

　
会
友
の
数
は
三
五
百
の
も
の
、
三
五
千
の
も
の
、
最
も
多
い
の
は
安
良
堂
で
あ
っ
て
、
会
友
二
万
余
を
算
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

安
良
堂
が
財
政
的
に
も
恵
ま
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
モ
ッ
ト
街
Ｉ
Ｉ
ｼ
ﾍ
[
o
t
t
S
t
r
e
e
t
に
は
大
規
模
の
安
良
大
厦
が
あ
る
。

　
各
堂
に
は
、
総
理
・
書
記
・
財
政
・
外
交
等
の
役
員
か
お
り
、
会
友
が
侵
害
を
う
け
た
場
合
は
堂
が
出
頭
交
渉
し
、
代
わ
っ
て
解

決
す
る
。
堂
友
の
疾
病
・
葬
事
を
救
済
し
、
老
年
の
も
の
の
帰
国
に
は
船
費
を
援
助
す
る
。
司
徒
美
堂
の
叙
述
す
る
右
ま
で
の
経
過

は
、
相
互
扶
助
団
体
と
し
て
輪
廓
を
明
ら
か
に
し
、
祭
神
の
相
違
を
除
け
ば
、
他
の
血
縁
・
地
縁
団
体
の
そ
れ
と
も
ほ
ぼ
共
通
す
る
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も
の
で
あ
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
堂
会
は
洪
門
の
秘
密
結
社
組
織
、
ひ
い
て
は
兄
弟
的
仲
間
組
織
を
採
用
す
る
点
で
、
血
縁
的
な
自
然
的
人
的
結

合
関
係
に
相
似
す
る
い
わ
ば
「
生
死
同
心
」
の
人
的
結
合
関
係
が
設
定
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
堂
会
か
ら
の
任
意
退
出
は
困
難
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
不
行
跡
の
あ
る
場
合
は
退
出
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
も
新
聞
紙
上
に
「
声
明
革
除
堂
籍
」
と

し
て
公
告
さ
れ
、
欠
債
の
銀
両
は
永
遠
に
追
収
す
る
ほ
か
、
他
の
い
か
な
る
社
団
に
入
会
し
て
も
何
等
の
保
護
を
与
え
な
い
こ
と
を

声
明
し
、
華
僑
大
衆
に
週
知
せ
し
め
る
。
ま
た
、
た
と
え
昆
仲
自
身
が
生
計
困
難
を
理
由
と
し
て
「
堂
籍
白
願
退
出
」
を
紙
上
に
公

告
し
て
も
、
堂
会
側
か
ら
は
任
意
退
出
を
承
認
す
る
こ
と
な
く
、
依
然
と
し
て
堂
会
々
員
で
あ
る
と
の
反
対
声
明
を
公
告
す
る
こ
と

が
、
今
日
で
も
し
ば
し
ば
華
僑
系
新
聞
紙
上
に
散
見
さ
れ
る
。
堂
会
の
堂
章
の
規
定
に
は
、
昆
仲
が
堂
籍
の
退
出
を
欲
す
る
場
合
に

は
、
ま
ず
支
堂
の
通
過
を
へ
て
総
堂
に
転
呈
し
て
、
そ
の
批
准
に
よ
っ
て
有
効
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
て
も
、
容
易
に
自
頭
退
出

の
承
認
さ
れ
な
い
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
る
。
一
旦
、
堂
会
に
入
会
し
た
以
上
は
、
堂
会
と
生
死
を
と
も
に
す
る
こ
と
は
宿
命
的
と

さ
え
観
察
さ
れ
る
。
た
だ
、
政
治
的
に
、
こ
と
に
近
年
の
国
共
の
対
立
に
際
会
し
て
例
外
的
に
ス
プ
リ
ッ
ト
を
み
た
場
合
か
お
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
に
ゆ
ず
る
。

　
堂
会
は
下
層
の
手
職
人
・
小
商
人
達
の
結
成
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
労
働
組
合
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
別
個

に
各
業
種
別
に
組
織
さ
れ
る
葉
巻
製
造
工
人
の
「
同
徳
堂
Ｌ
、
製
靴
工
人
の
「
履
勝
堂
」
、
製
衣
工
人
の
「
錦
衣
堂
」
、
製
箱
工
人
の

「
公
和
堂
」
の
ご
と
き
が
、
内
部
的
に
な
お
家
父
長
制
は
残
存
し
て
い
て
も
、
単
産
と
し
て
み
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
堂
会
は
弱
姓

・
雑
種
工
人
・
小
商
人
が
組
織
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
反
社
会
的
事
業
に
も
進
出
す
る
か
ら
「
人
的
多
数
集
団
企
業
」
と
も
み
な
し

え
ら
れ
る
ｏ
し
か
も
、
仔
細
に
観
察
す
る
場
合
、
姓
氏
的
・
同
郷
的
・
同
業
的
諸
関
係
も
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
か
ら
、
単
な
る
労
働
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組
合
で
も
な
け
れ
ば
、
相
互
扶
助
団
体
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
儀
英
工
商
総
会
」
（
一
九
世
紀
末
成
立
）
が
広
東
省
中
山
県
第
八

区
の
出
身
者
で
組
織
さ
れ
、
ま
た
既
述
の
ご
と
く
、
段
英
堂
は
中
山
籍
、
秉
女
堂
・
昭
義
堂
・
松
石
堂
・
西
安
堂
は
三
岳
（
南
海
・

番
禹
・
順
徳
の
三
県
）
籍
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
安
良
堂
（
一
九
〇
五
年
成
立
、
除
暴
安
良
か
ら
取
名
）
は
堂
会
中
も
っ
と
も
富
裕
で

各
都
市
に
二
〇
座
の
大
厦
を
も
ち
、
堂
員
は
二
万
を
算
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
堂
友
の
多
く
は
唐
人
指
の
比
較
的
富
裕
な
商
人

達
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
Ｉ
他
方
、
安
良
堂
に
対
立
す
る
協
勝
堂
（
協
力
勝
利
か
ら
取
名
）
は
海
員
と
貧
窮
華
僑
が
多
く
、
そ
れ

だ
け
に
暴
力
的
で
打
手
が
多
い
と
も
い
わ
れ
る
。
堂
会
に
も
血
縁
的
・
地
縁
的
・
階
層
的
宗
派
性
が
潜
在
し
て
い
る
。

　
堂
会
の
堂
頭
は
郷
士
の
風
習
を
移
他
し
て
、
反
社
会
的
な
賭
館
・
煙
館
・
妓
館
等
の
事
業
経
営
に
勢
力
範
囲
を
画
定
し
な
が
ら
集

団
的
に
進
出
し
た
。
賭
博
は
広
東
人
特
有
の
番
攤
（
四
個
）
　
・
牌
九
・
白
鳩
票
（
千
字
文
開
始
八
○
字
を
使
用
）
等
が
行
な
わ
れ

卸る
。
前
述
の
清
末
聞
姓
の
税
餉
支
払
能
力
か
ら
し
て
も
、
賭
館
が
堂
会
の
も
っ
と
も
大
き
な
収
入
源
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
阿
片
吸
引
の
場
所
と
し
て
の
煙
館
は
、
一
八
四
八
年
華
僑
進
出
の
初
期
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
え
い
わ
れ
る
。
阿
片
は
香
港
政
府
が

請
負
人
の
復
興
公
司
を
通
じ
て
公
売
す
る
も
の
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
清
未
、
三
藩
市
唐
人
指
の
華
僑
の
阿
片
吸
引
者
は
そ
の
四
〇

％
に
達
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
国
会
で
阿
片
輸
入
禁
止
法
の
通
過
し
た
の
は
一
九
〇
九
年
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
各
国
と
同
様
の
措

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

置
と
と
も
に
、
今
日
で
は
阿
片
吸
引
音
は
漸
減
し
て
い
る
。

　
妓
館
に
つ
い
て
は
初
期
の
堂
会
の
広
徳
堂
（
一
八
五
二
年
設
立
）
も
、
協
意
堂
（
一
八
五
四
年
設
立
）
の
何
れ
も
は
間
も
な
く
妓

女
の
輸
入
業
者
に
変
質
化
し
て
い
っ
た
。
一
八
五
四
年
協
意
堂
の
商
販
し
た
女
子
数
は
六
〇
〇
余
名
で
獲
利
一
〇
〇
倍
か
ら
三
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈

倍
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
一
八
八
二
年
の
排
華
法
公
布
以
降
は
そ
の
入
国
音
数
も
後
退
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
一
八
七
〇
年
当

時
の
ア
メ
リ
カ
在
住
華
僑
女
子
数
約
二
、
〇
〇
〇
名
の
う
ち
正
式
の
家
族
に
属
す
る
も
の
は
一
〇
〇
人
程
度
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
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と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
広
東
の
海
上
生
活
者
の
蛋
戸
か
、
香
港
の
水
鹹
妹
と
称
さ
れ
る
大
脚
の
女
人
達
で
あ
っ
た
。
各
堂
会

が
右
の
ご
と
き
反
社
会
的
事
業
経
営
の
勢
力
範
囲
を
め
ぐ
る
堂
会
相
互
間
の
闘
争
が
、
械
闘
、
も
し
く
は
堂
闘
=

T
o
n
g
　
W
a
ｒ
と
し

て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
今
日
で
は
も
っ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
広
肇
幇
華
僑
の
第
一
位
の
職
業
で
あ
る
洗
衣

業
の
開
設
、
も
し
く
は
馬
券
販
売
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
華
僑
洗
衣
業
者
の
七
〇
％
は
手
工
法
衣
館
‥
ふ
汐
L
じ
呂
t
y

で
あ
っ
て
、
堂
会
の
有
力
組
成
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
堂
闘
＝
‥
堂
会
の
対
立
か
ら
堂
闘
へ
の
発
展
を
み
る
場
合
は
、
一
方
か
ら
戦
書
、
他
方
か
ら
応
戦
の
文
書
が
交
換
さ
れ
、
唐
人
指

で
堂
闘
が
開
始
さ
れ
る
。

　
堂
闘
に
よ
る
犠
牲
者
数
に
つ
い
て
は
、
光
緒
十
年
代
か
ら
民
国
十
年
代
に
お
よ
ぶ
三
〇
余
年
間
に
、
サ
ン
プ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

○
○
余
名
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
は
二
〇
〇
余
名
を
算
し
た
。
堂
闘
の
大
規
模
の
も
の
に
は
、
一
八
七
五
年
度
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
ウ
ェ
ー
バ
ー
リ
ー
広
場
に
お
け
る
広
徳
堂
と
萃
勝
堂
と
の
間
の
一
婦
女
子
を
め
ぐ
る
械
闘
、
つ
い
で
一
八
九
〇
年
の
三
邑
堂
と
萃

勝
堂
（
四
邑
系
）
と
の
堂
闘
は
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
堂
闘
と
い
い
な
が
ら
、
資
本
家
側
の
三
邑
幇
と
、
労
働
者
側
の
四
邑

幇
と
の
対
立
で
あ
っ
て
、
清
田
政
府
か
ら
の
仲
裁
官
の
派
遣
と
な
り
、
三
色
の
堂
頭
の
”
L
i
t
t
l
e

P
e
t
匹
が
四
邑
側
の
打
手
に
殺
害
さ

れ
る
と
と
も
に
、
総
領
事
の
仲
裁
で
四
邑
と
三
岳
の
労
資
の
和
平
が
結
ば
れ
た
。
最
近
年
で
は
、
戦
争
直
前
ま
で
の
安
良
堂
と
協
勝

堂
と
の
堂
闘
が
目
立
っ
た
が
、
辛
亥
革
命
後
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
崗
州
公
所
主
席
の
李
宝
湛
の
連
絡
の
も
と
に
「
和
平
会
」
が
結

成
さ
れ
て
か
ら
、
堂
闘
は
終
熄
を
み
て
い
っ
た
。
武
力
的
闘
争
と
し
て
の
堂
闘
は
終
未
を
つ
げ
て
も
、
な
お
堂
会
の
若
干
の
反
社
会

的
活
動
は
継
続
さ
れ
、
今
日
で
も
堂
会
相
互
間
の
対
立
を
み
る
場
合
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
堂
会
が
資
本
的
結

合
と
い
う
よ
り
は
、
人
的
多
数
集
団
企
業
と
し
て
の
経
済
的
競
争
・
対
立
の
一
変
型
と
し
て
も
観
察
さ
れ
う
る
。
さ
ら
に
、
見
す
ご
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さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
堂
会
の
政
治
的
側
面
の
対
立
・
闘
争
で
あ
る
。

　
如
上
の
堂
会
の
勢
力
範
囲
を
め
ぐ
る
反
社
会
的
な
堂
闘
の
ほ
か
に
、
反
清
復
明
の
洪
門
団
体
と
し
て
の
本
源
的
な
革
命
意
識
に
自

覚
め
て
、
堂
会
が
政
治
的
党
派
と
し
て
立
ち
あ
が
っ
て
く
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
著
例
は
辛
亥
革
命
に
際
し
て
、
孫
文
の

登
場
と
と
も
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
致
公
堂
の
場
合
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年
司
徒
美
堂
の
設
立
し
た
安
良
堂
も
、
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

に
致
公
堂
所
属
の
青
年
達
が
、
康
有
為
・
梁
啓
超
の
保
皇
党
（
保
救
大
清
光
緒
皇
帝
会
）
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
戦
後
は
国
典
の
対
立
か
ら
す
る
致
公
堂
の
分
裂
を
も
み
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
以
下
、
辛
亥
革
命
成
立
前
後
か
ら
最
近
の
国
共
分
裂
に
お
よ
ぶ
堂
会
の
政
治
的
側
面
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。
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